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実機展示は、約300社・団体が出展！
更に、「新技術説明会」は260セッション以上！

経済産業省、文部科学省、環境省、公益社団法人日本分析化学会 他（予定）

JASISスクエア
① JASIS2023
　 我が社『イチ推し』フラッシュプレゼンテーション
② LabDXデモ展示エリア

目 玉 企 画
JASISトピックスセミナー

先端材料 食品教育 環境 ライフサイエンス DX

事前申込制幕張メッセ国際会議場

期 間中、いつでも、どこからでも、
アクセス可能なウェブ展示 会！ メンバー登録（無料）で全てご覧いただけます

登録は
コチラから
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幕張メッセ国際展示場
99 66 88W

ED

FRI

入 場
無 料

ご来場の際は、入場証をカラー印刷してご持参ください

www.jasis.jp

最先端科学・分析システム＆ソリューション展

『WEB事前入場登録』をご利用ください!

主 

催
後
援

（予定）セミナー動画約　 本!!60

事前入場登録
はこちら

WEB事前入場登録で
各会場に直接入場できます！



https://www.an.shimadzu.co.jp/topics/jasis/jasis.htm
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https://www.metrohm.jp/
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https://www.cerij.or.jp/
https://www.cerij.or.jp/service/09_chromatography/index.html
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https://www.hitachi-hightech.com/jp/ja/products/
https://www.hitachi-hightech.com/jp/ja/company/group/hhs/
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日本分光HP日本分光の最新情報はこちらから

https://www.jasco.co.jp

Fourier Transform Infrared Spectrometer
フーリエ変換赤外分光光度計

Palmtop Raman Spectrometer
パームトップラマン分光光度計

ラマン測定を、手の中に。

FT/IR-4X は、小型の筐体でありながら堅牢性を誇り、性能、機能、拡張性はリサー
チグレードクラスであり、高分解、高 S/N、高感度検出器、測定波数拡張、マルチチャ
ンネル顕微鏡、ラピッドスキャンに対応しています。試料室は大型装置と変わらな
い幅 200 mm あり、サードパーティー製を含む大型付属品も使用できます。

リサーチグレードでありながら、
ダウンサイジングを追求

PR-1s/PR-1w は、手のひらに収まる超小型ラマン分光光度計です。測定波数範囲と
レーザー出力の異なる２つのモデルをラインアップしています。測定対象の自由度
が高く、専用試料室やバイアルホルダーも用意しており、シンプルで手軽なラマン
測定を実現します。

「複合分析」が手軽に
赤外×ラマン複合分析システム

異物の定性分析に効果的な FTIR とラマン分光光度計の

複合分析が、低価格でコンパクトになりました。

赤外／ラマン測定ともに前処理は不要で、試料を動かさ

ずに簡単な操作で測定手法を切換えることができます。

Fourier Transform Infrared Spectrometer
フーリエ変換赤外分光光度計

FT/IR-4X は、小型の筐体でありながら堅牢性を誇り、性能、機能、拡張性はリサー
チグレードクラスであり、高分解、高 S/N、高感度検出器、測定波数拡張、マルチチャ
ンネル顕微鏡、ラピッドスキャンに対応しています。試料室は大型装置と変わらな

リサーチグレードでありながら、

日本分光は JASIS 2023/JASIS WebExpo2023 に出展いたします。
開催期間：2023 年 9 月 6 日（水）～ 8 日（金）
開催場所：幕張メッセ国際展示場 ブースNo：5B-101/201
WebExpo：7月上旬～11 月下旬
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https://www.rigaku.com/
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https://www.toadkk.co.jp/
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大阪支店／
〒573-0094 大阪府枚方市南中振1-16-27
TEL: 072-835-1881　FAX: 072-835-1880

本社／
〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町1-14-10
TEL: 03-3666-2561　FAX: 03-3666-2658URL: http://www.stjapan.co.jp

LC-CollectIR
インターフェースFT-IR MALDI-MSPyroGC/MS高性能GPC

LC-CollectIRは、高い効率にGPCで分離された成分から移動相溶媒を蒸発させ溶質成分のみをFTIR用の「Geディ
スク」、PyroGC/MS用の「熱分解試料カップ」またはMALDI-MS用「ステンレスディスク」に捕集するシステムです。
GPCにより分離された混合物の各成分についてオフラインでの測定が可能になります。FT-IR分光測定やMALDI-MS
により簡単で迅速な分子量分布における共重合体の組成変化解析や、PGC/MSによる構造解析の研究に最適です。
さらに簡易分取装置として使用できるため、従来の分取法と比べ、大幅な時間短縮とコストの削減が可能になります。

本システムでは、GPCフラク
ション毎の赤外スペクトルを
測定可能です。得られたスペ
クトルから官能基の比等をク
ロマトグラムにオーバーラッ
プさせた解析も可能です。

GPCからステンレスプレートに直接サンプリングした上
からマトリックス溶液とカチオン化剤溶液を混合してス
プレーし、MALDI-TOFMSによりマスイメージング測定
を実施しました。

BPA型エポキシ樹脂のFTIRによる組成分析

MALDI-MSイメージング測定

ポリマーブレンドと添加剤の測定
GPCからのフラクションを熱分解
装置用試料カップにトラップする
事で、GPCの溶出時間ゾーン毎に
PyroGC/MS測定が可能となり
ます。得られたスペクトルの解析
により、使用されているポリマー
の種類や割合が解ります。
また、数％程しか使用されていな
い添加剤の特定も可能です。

●混合物の分離と各成分の簡単で迅速な構造解析
●分子量分布における、共重合体の組成変化 
●微細構造解析および樹脂の混合系の判別 

●樹脂の末端や内部構造の推定 
●分子量が近似した物質の分子構造の区別
●簡易分取装置としての利用

応用例

GPC-IR測定

GPC-MALDI-MS測定

GPC-PyroGC/MS測定

サンプル : 
ポリカプロラクトン

RIのクロマトグラムとフラクションゾーン

データは日本電子製JMS-S3000にて取得

マトリックス : THAP
カチオン化剤 : NaTFA

8.0min付近

8.5min付近

9.5min付近

各分取フラクションの
熱分解GC/MS結果

各ピークのFT-IRスペクトル

ピーク①

ピーク③

ピーク④

ピーク⑤

ピーク②

芳香環
エポキシ基
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https://www.yasuikikai.co.jp/
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監修：公益社団法人日本分析化学会
［一般］30,000円（税別，送料込） 現在お持ちのビデオを返送いただいた方は

10,000円（税別，送料込）
現在お持ちのビデオを返送いただいた方は

10,000円（税別，送料込）
［（公社）日本分析化学会会員］

25,000円（税別，送料込）
1巻
17分

全 4巻

容量分析法
容量分析の原理
標準溶液の作り方
器具の操作方法

中和滴定の操作方法
酸化還元滴定の操作方法
滴定の応用

3巻
18分 ガスクロマトグラフ分析法

クロマトグラフィーとは
クロマトグラフィーの原理
クロマトグラムの読み方

ガスクロマトグラムの構造
分析操作
定性分析と定量分析

6巻
27分 ICP発光分光分析法

発光分光分析の原理
発光分光分析装置
ICPについて

プラズマへの試料導入
スペクトル干渉
分析操作

2巻
22分 吸光光度分析法

溶液の色は、溶けているものと
どんな関係？
吸収の大きさと、溶液濃度
及びセルの厚さとの関係は？
吸光度の測定方法と
装置の操作方法は？

精度の高い吸光光度定量を
行うための留意点は？
吸光光度法の特色は？
どのような所で使われているのか？

好評
発売中

分析化学教育用ビデオ（DVD版）

［１巻］容量分析の原理 ［２巻］吸光度の測定方法と
装置の操作方法は？

［３巻］クロマトグラフィーとは ［６巻］プラズマへの試料導入

●好評をいただいたビデオシリーズをDVDとしました

監修：公益社団法人日本分析化学会

定価
（各巻）

（公社）日本分析化学会 教育用ビデオ係

Tel 03-3490-3351
Fax 03-3490-3572

お問い合わせ・ご注文は

Mail dvds@jsac.or.jp

〒141-0031
東京都品川区西五反田1-26-2五反田サンハイツ304号

［一般］30,000円（税別，送料込）
［（公社）日本分析化学会会員］

25,000円（税別，送料込）
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最新技術＆機器ガイド 〜JASIS 2023〜

https://www.tanaka-sci.com/


IC-8100
高速イオンクロマトグラフ

※“IC-8100”は日本における東ソー株式会社の登録ロゴです。

先進のセパレーションテクノロジーを継承、
さらに進化したニューコンセプトIC・・・
ますますの快適さと信頼性をお届けします。

高速分離カラムとの組み合わせで、陰イオン・陽イオンの測定がそれぞれ5分で終了。
分析時間を大幅に短縮できます。

測定時間5分のハイスループット分析を実現

水道水質分析用の高速高分離カラムと、高感度ポストカラム反応システムを用いることで、
臭素酸を含む水道水質基準項目が10分以内で測定できます。
従来、複数の条件で行なわれていた分析を一度の測定で行うことが可能です。

測定時間10分で臭素酸を含む水道水質基準項目の分析を実現

高濃度イオン含有試料などに対して希釈と注入を連続して行うことができます。

自動希釈機能付きのオートサンプラーを標準搭載（IC-8100EX）

フローセルの最適化及び温度変化を最小限に抑えた流路設計により、低ノイズ、低ドリフトのベースラインを実現しています。
当社従来器に比べて感度がおよそ5倍向上しています（亜硝酸イオンのS/Nより算出）。

IC-8100シリーズ専用紫外可視吸光光度検出器

新規開発した調製機構により安定的に溶離液を調製し、装置へ供給します。
濃縮溶離液と純水をセットするだけで分析が可能となります。
常に安定した組成の溶離液が供給されるため、経時変化による溶出時間の変動がなく安定した分析が可能です。

IC-8100EX専用自動溶離液供給ユニット

専用前処理用陽イオン交換ゲルを用いて、自動で試料を前処理してからイオンクロマトグラフに注入することが可能です。
試料の中和処理や、カラム寿命に影響を与える可能性のある過剰に含まれる対イオンや金属の除去ができます。
自動処理が可能であるとともに、前処理にかかるコストは約50円／分析と前処理コストの削減にも寄与します。

IC-8100EX専用自動前処理ユニット

サプレッサーロータリーバルブとサプレッサーゲルを組み合わせた、自動交換型ゲルサプレッサー方式の採用により
安定した高感度連続自動分析が可能です。

オプションの試料濃縮機能を追加すれば、最大1200 μLの試料を濃縮カラムを用いて濃縮し、
自動でイオンクロマトグラフィー測定を行うことが可能です。試料のマトリックスの影響を抑え、より高感度な測定をすることが可能です。

試料濃縮機能を追加搭載可能

イオンクロマトグラフIC-8100EXと紫外可視吸光光度検出器UV-8100との組み合わせにより
水道水質検査法に準拠した臭素酸やシアン等の高感度分析を実現します。

IC-8100シリーズ専用ポストカラム反応システム

自動交換型ゲルサプレッサー方式で高感度分析が可能

高速分析

高機能
拡張性

　高感度

M 2 2 0 4 G D . B

☎（03）5427-5180  〒105-8623 
☎（06）6209-1948  〒541-0043 
☎（052）211-5730  〒460-0008 
☎（092）781-0481  〒810-0001 
☎（022）266-2341  〒980-0014 
☎（0467）76-5384  〒252-1123カスタマーサポートセンター

バイオサイエンス事業部ホームページ https://www.separations.asia.tosohbioscience.com/

東 京 本 社
大 阪 支 店
名古屋支店
福 岡 支 店
仙 台 支 店

営 業 部
バイオサイエンスG
バイオサイエンスG

東 京 都 港 区 芝 3 - 8 - 2
大阪市中央区高麗橋4-4 -9
名古 屋 市中 区 栄 1 - 2 - 7
福岡市中央区天神1-13 - 2
仙台市青葉区本町1-11 -1
神奈川県綾瀬市早川2743-1
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最新技術＆機器ガイド 〜JASIS 2023〜
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最新技術＆機器ガイド 〜JASIS 2023〜

http://www.milestone-general.com/


EGA/PYEGA/PY-EGA/PY-3030DEGA/PYマルチショット・パイロライザー

豊富な周辺装置

未知試料へ多面的にアプローチ

��

前処理なしで迅速に分析
��

高性能で高信頼

⚫ 室温から 1 0 5 0 º C までの幅広い温度領域を任意設定
⚫ 発生ガス分析や瞬間熱分析などの組み合わせにより

⚫ あらゆる形態のポリマー試料を煩雑な前処理なしで
簡単・迅速に分析

⚫ サーモグラムとパイログラムの高い再現性を保証

未知試料を多面的に分析

w w w . f r o n t i e r - l a b . c o m / j p i n f o @ f r o n t i e r - l a b . c o m

製品情報

メンテナンス性が向上！
より使いやすくなったより使いやすくなった
自動分析用オートサンプラー自動分析用オートサンプラー自動分析用オートサンプラー A SA S-A S- 2 0 2 0 E2 0 2 0 E

ライブラリー登録数が大幅増！
ポリマー・添加剤を瞬時に同定できるポリマー・添加剤を瞬時に同定できる
マススペクトル検索ソフトウェア
ポリマー・添加剤を瞬時に同定できるポリマー・添加剤を瞬時に同定できる
マススペクトル検索ソフトウェアマススペクトル検索ソフトウェア FF -FF -- Se a r c h

簡単操作でパワフル！
各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な
卓上可搬型
各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な
卓上可搬型
各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な
卓上可搬型 凍結粉砕装置
各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な

凍結粉砕装置
各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な

凍結粉砕装置 I Q  MI L L
各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な

I Q  MI L L -I Q  MI L L - 2 0 7 0

微量ポリマーの検出感度が大幅向上！微量ポリマーの検出感度が大幅向上！
スプリットレス熱分解用オプション装置スプリットレス熱分解用オプション装置
MF S
スプリットレス熱分解用オプション装置
MF SMF S-
スプリットレス熱分解用オプション装置スプリットレス熱分解用オプション装置スプリットレス熱分解用オプション装置
MF SMF S-- 2 0 1 5 E   

新製品

フロンティア・ラボはフロンティア・ラボは������������������に出展します。フロンティア・ラボはフロンティア・ラボは���������������������������に出展します。に出展します。
新製品をはじめとする熱分解総合分析システムを展示。ご来場をお待ちしております。
������������年年年年年�年年��月月月月月���日日日日日�日日��水水水水水�水水��～～～�～��日日日日日�日日��金金金金金������������������������������������������幕張メッセ国際展示場幕張メッセ国際展示場幕張メッセ国際展示場幕張メッセ国際展示場幕張メッセ国際展示場入場無料

展 示展 示 ・ 実 演

新技術説明会

凍結粉砕装置の展示と実演、パイロライザーと各種新製品の展示ほか

ブース番号：ブース番号：������������� �月�日�金�������������「凍結粉砕装置����数十秒で試料を粉砕！合成ポリマー
や生体試料の粉砕に最適な装置を豊富な粉砕例と共にご紹介します」

豊富な周辺装置豊富な周辺装置
⚫ 目的に合わせて選べる周辺装置で分析業務をサポート
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室町ケミカル株式会社
【東京】TEL.03-3525-4792 【大阪】TEL.06-6393-0007 【本社】TEL.0944-41-2131

https://www.muro-chem.co.jp

お問合せ先

種類
S
M
L

内径(mm)
5.0～5.5
6.5～8.5
10.0～11.0

長さ(mm)
50
5.8
118

容量(mL)
1.0
2.5
10.0

液溜槽容量(mL)
8.0
10.0
   5.0※1

種類
S・M共用
L用

横(cm)
26.5
36.5

縦(cm)
7.0
14.5

高さ(cm)
20.5
22.5

立数
20本
10本

ムロマック®ミニカラムはカラムと液溜槽がポリプロピレンにより一体成型
されていて、丈夫で耐薬品性に優れています。小さなカラムながら濾槽が
効率良く試料中の物質を吸着できるように設計されており、リークやテー
リングの少ない精度の高いクロマトグラフィーが可能です。  

ムロマック®ミニカラム
カラムSまたはM用のスタンドは、直径15～16.5mm、長さ100～165
mmの試験管を20本立てることができます。カラムL用スタンドのトレイ
には100mLのビーカー又は三角フラスコを10個並べることができます。

ムロマック®ミニカラムスタンド

S M L

※1.連結キャップを使って50ml注射器を接続すると便利です。 

種類
S
M

容量(mL)
500
1000

ムロマック®ガラスカラムはガラス製で
耐薬品性に優れ、鮮明にイオン交換反
応を可視化します。イオン交換樹脂の
初期検討後、樹脂量を多くして使用す
ることでより正確なデータを取ること
が可能です。枝管付きタイブはムロ
マック分液ロートを使用することで液
枯れしません。また、ライフ試験など
樹脂層高を上げて試験を行う場合は細
長カラムを使用することで正確なデー
タを取得できます。

ムロマック®ガラスカラム ムロマック®分液ロート

１. 環境分野：海水、雨水など環境試料の分析用途　　２. 鉱業分野：岩石、鉱物、石英などの組成分析
３. 農業分野：植物などの分析　　４. 生化学分野：タンパク質、生体などの精製研究
５. 原子力分野：高レベル廃棄物の処理法研究（詳細はお問い合わせください）

S M ロング

種類
S
M

ロング

横(cm)
8
8.5
5

縦(cm)
28
32.5
43

容量(mL)
30.0
100.0
40.0

【各ガラスカラム対応】 

ムロマック®分液ロートはガラス
製で耐薬品性に優れ、ムロマッ
ク®ガラスカラム(S・M・ロン
グ各種)に互換性のあるすり合わ
せ規格を有しています。

S M

ムロマックミニカラムの使用例（公開論文・文献より）

mini／ソリューション
【展示コーナー】に
出展いたします！
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地球化学への応用
ミニファイルではマイクロ・ナノの分析化学が取り上

げられており，多くの分野で分析化学が重要な役割を演

じていることが再認識できる．今月のミニファイルでは

ナノ粒子の元素・同位体分析を取り上げる．ナノ粒子分

析技術が，宇宙・地球化学分野でも大きく注目されてい

ることを紹介したい．

宇宙・地球化学分野では，46 億年前の太陽系や地球

の誕生と進化，生命の起源などを研究している．「夢の

ある研究」とお感じになる方も多いと思う．しかしこの

夢のある研究においても，新規分析手法の開発と実用化

は，新知見の獲得には不可欠である．筆者らの研究グ

ループも世界の強豪を相手に新規分析手法の開発に注力

している．

私達が目指しているのは，隕石に含まれているナノ粒

子の化学組成・同位体組成分析である．隕石は今から

46億年前につくられた太陽系で最も古い岩石である．隕

石中には mmから 5 nm以下サイズの様々なサイズの微
粒子が含まれており，そのほとんどは太陽系内で形成さ

れたものである．しかしごく少数ではあるが（100万個

に 1個程度），太陽系が形成される以前につくられた粒

子（太陽系ができる前ということでプレソーラー粒子と

よばれる）が存在する1）．この粒子の形成過程や起源を

調べることで，太陽系の原料物質がどのようなものだっ

たのか，銀河の化学組成はどのように変化してきたのか，

さらには元素がどのように合成されてきたのかなど，こ

れまで得られなかった新しい情報を引き出すことができ

る．ここでナノ粒子の個別化学分析が重要となる．

ナノ粒子の分析には，透過型電子顕微鏡（TEM）や
動的光散乱（DLS），さらにその応用といえるナノ粒子
トラッキング法（NTA）などが用いられている2）．しか
しこれらの分析法ではナノ粒子の個別の元素組成・同位

体組成情報を引き出すことはできない．さらにプレソー

ラー粒子の研究では，その存在頻度が低いため，多数の

粒子を高速で処理し，膨大なデータからごく少数の粒子

情報をマイニングする必要がある．この目的で筆者らの

研究グループでは，ICP質量分析計（ICP-MS）を用い
たナノ粒子の高速・個別分析に取り組んでいる3）4）．

ICP-MSは様々な微量元素の濃度，同位体組成分析に
広く活用されている5）．イオン源である ICPは大気圧で
動作するため，様々な試料導入法が適用できる．ナノ粒

子分析に際しては，溶液試料（溶媒にナノ粒子を分散さ

せた試料）に対しては液体噴霧導入（Solution Nebuliza-

tion）法6）7）が，また固体試料に対してはレーザーアブ
レーション（LA）法8）が用いられている．
イオン源である ICPは，励起温度と運動温度がとも

に高いため，1 μm程度までの固体粒子であれば，構成
元素を完全に気化・イオン化できる．これは，ICP-MS
で得られる元素信号とナノ粒子の直径に比例関係がある

ことから確認できる9）～11）．

ナノ粒子の個別分析を行うには，ナノ粒子を 1個ず

つ ICPに導入する必要がある．溶液試料中のナノ粒子
個数濃度を 105～106 個／mL程度に調整すると，ICPに
は毎秒数 100 個程度が導入される．ナノ粒子 1 個が

ICP-MSに導入されると，持続時間 0.2～0.5 ms程度の
過渡的な信号として観測される．ナノ粒子の個数濃度が

高くなると，複数のナノ粒子の信号が重なり合い，ひと

つの粒子として観測される可能性がある．信号の持続時

間が 0.5 ms程度と仮定した場合，1秒間に 100 個の粒
子を導入すると複数の粒子信号が重なる確率は 2～5 ％ 
程度となる12）．筆者らの研究では，粒子の個別元素分

析が必要であるため，分析に際しては粒子個数濃度を

104 個／mL以下に抑えるとともに，独自の処理ソフ
ト13）を用いて，ナノ粒子由来の全ての信号に対して重

なりの有無を確認してる．

個別のナノ粒子から得られる信号は持続時間が 1 ms
以下の過渡的信号である．ICP–MSに広く用いられてい
る四重極型質量分析計（QMS）では，観測対象イオンの
切り替え（通過させるイオンの質量の切り替え）に1 ms
以上の間隔を設ける必要がある．この時間を設けること

で QMSが安定し，目的の質量をもつイオンが通過でき
る．したがって複数の元素・同位体を観測する場合，

QMSでは元素信号が 1 msよりも長い時間にわたって
継続する必要がある．換言すればナノ粒子から得られる

過渡的信号では，複数の元素を観測することは困難であ

る（過渡的信号を引き延ばすことで複数の元素・同位体

信号を測定することも可能であるが，この場合，信号の

重なりの影響を受けやすくなるためナノ粒子の個数濃度

を下げる必要があり，分析処理能力が著しく低下する）．

こうした問題から，筆者らの研究グループでは，多重

検出器磁場型 ICP-MS（MC-ICP-MS）を用いてナノ粒
子の個別同位体組成分析を行ってきた14）15）．MC-ICP-
MSでは観測するイオン信号を同時に検出できるため，
過渡的信号からでも高い同位体分析精度が得られる．そ

の一方で質量分散（一度に観測できる質量範囲）は20 ％ 
程度に限られており（例えば m/z 100～120 Daの範囲，
あるいは 200～240 Daの範囲），軽元素から重元素ま

マイクロ・ナノの分析化学
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での広い元素を同時に分析することはできない．

そこで重要となるのが飛行時間型質量分析計（TOF-
MS）である．最近の TOF-MSは，質量分離の際に分
解能低下の原因となるマトリックスイオン（Ar＋や O＋, 
Ar2＋，試料の主要構成元素のイオン等）を効果的に除
去する技術（例えば，コリジョンセルを用いたエネル

ギー弁別法やノッチフィルター等）が向上してきた．さ

らに ICPで生成されたイオンを TOF内に導入する効率
も大幅に改善されてる．TOF内にイオンを引き込む回
数は，毎秒 3万回以上にまで高速化しており（1秒間に

3万枚以上の質量スペクトルが取得できる），イオンの

取りこぼし（TOFに引き込めないイオン）はほとんど
どなくなっている．

ICPで生成されたイオンを毎秒 3万回で TOF-MS内
に抽出した場合，0.03 msごとに質量スペクトルが取得
できることになる．この時間間隔は，ナノ粒子から得ら

れる信号の持続時間（0.2～0.5 ms）よりも十分に短い
ため，ナノ粒子の過渡信号からも多元素同時分析が可能

である．

一方で ICP-TOF-MSでは，短時間に膨大な数のスペ
クトルを取得するため，処理すべき情報量も多くなる．

ICP-TOF-MSの実践的使用には，膨大な情報から，必
要な元素情報を的確に引き出し，さらに可視化する新し

いソフトウエアの開発が重要となる．筆者らの研究グ

ループでは，ICP-TOF-MSを用いたナノ粒子分析を目
的としたソフトウエア（NP Shooter）16）を開発した（無
料で公開している）．ICP-TOF-MSと NP Shooterの組
み合わせにより，岩石や隕石中のナノ粒子の高速個別分

析が可能となった．

まだ試験的実験ではあるが，隕石からナノ粒子を回収

し，粒子個別の元素分析を開始している．未分化な隕石

（変成，溶融等の影響を受けていない隕石）の多くには，

μm以下の微粒子からなる「マトリックス（matrix）」が
存在する．プレソーラー粒子の大部分は，このマトリッ

クス中に存在する．この微粒子をレーザーを用いて掘

削・回収し，ICP-TOF-MSを用いて，粒子個別の元素
組成を分析した17）．得られた結果を Si-Al-（Fe+Mg）を
頂点とする三角ダイヤグラムに示す（図 1：○印が粒子

1個のデータを表す）．この結果，マトリックスがスピ

ネルや橄
かん

欖
らん

石，輝石，金属粒子などから構成されている

ことが明らかとなった．マトリックスの存在は 50年以

上も前から知られていたが，粒子ごとの鉱物解析は初め

てである．さらに，オスミウムやレニウム，白金等の難

揮発性金属元素（Os, Re, Ir, W, Re, Ta等）から構成され
る多様な金属質ナノ粒子（図 1では右下にプロットさ

れている）の存在も確認できた．これらの微粒子の中に

は，太陽系と同位体組成が大きく異なるプレソーラー粒

子が隠れているはずである．この粒子の分析から，隕石

が記憶する銀河内での物質進化や，私達の太陽系の普遍

性（あるいは特異性）に関する全く新しい知見が引き出

せる．

ここで開発したナノ粒子分析技術は，宇宙・地球化学

分野に限らず，生体内でのナノ粒子の動態解析や毒性評

価，環境中での PM0.1 の起源同定，さらには電子材料
の品質評価（規格外粒子の存在確率評価）などに応用で

きる．銀河の化学進化を探るナノ粒子解析技術は，将来

的には生命化学研究や最先端材料開発を支える基盤分析

技術となる．
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図 1 　隕石に含まれるナノ粒子の個別元素分析の例




